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わが国の訪問看護サービスにおけるアウトカム指標を用いた

継続的質向上のための対策

実施結果報告および実施可能性の検討
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目的　介護保険の実施にむけて，訪問看護サービスにおける質の評価および向上は，重要課題で

ある。すでにわが国でも，質の評価におけるDonabedianの3概念のうち，“ストラクチャ

ー（構造）”や“プロセス（過程）”に着目した自己評価法は提案されてきた。しかし，質の

評価で最も重要であるとされている“アウトカム（結果）”の評価はまだ研究段階で，実際

の訪問看護の質の向上のための実用段階には至っていない。そこで，米国の訪問看護サービ

スで用いられている質の評価および改善の方法を参考に，『わが国の訪問看護施設でも計測

可能なアウトカム指標を独自に設定し，それを個々の機関において一定期間測定し，それに

応じた改善策を自らたてる方法』をわが国の訪問看護施設で部分的に実施し，その実施可能

性を探ることを本報告の目的とした。

方法　地域および設置者の異なる3訪問看護施設を対象とし，管理者間で検討の結果，総合的な

ネガテイヴアウトカムとして『予定外訪問中止例』を設定し，過去1年間の全該当症例を抽

出した。各々の症例につき，看護婦が，中止の状況，改善の余地の有無，具体的改善策等を

調査用紙に記入し，“改善の余地がある”と判断された例について，その集計結果をもとに，

職員間で話し合い，対応した改善策を作成することを標準方法として，個々の施設で実現可

能な範囲で実施した。

成績　3施設での1年間の『予定外訪問中止例』は，89例，58例および15例であり，年間患者数

における発生率は46％，40％および42％であった。そのうち検討の余地があったと判断され

た47例，39例および15例を対象に検討した。全体としては，患者の身体状況の変化に適切な

判断ができなかった例が多かったが，各施設によって中止の状況と対応する改善策には違い

があった。一部簡略化した方法しか実施できなかった施設もあったが，全施設で，個々の状

況に応じた具体的改善マニュアルを設定することができた。しかし，継続実施の上での問題

として，｢非常勤職員の参加が難しい｣，｢回答結果の集計に時間がかかりすぎた（8-9時間）」

等があった。

結論　本方法は，わが国の訪問看護サービスの質の向上策として実施可能であると考えられた

が，さらに容易に継続していくためには，こうした作業の重要性の認識と評価，アウトカム

データの分析の部分の省力化（電算処理や第3者委託等），短期間毎の実施等の改善が重要

であると考えられた。
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